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こ
こ
で
は

「真
宗
教
団
論
」
研
究
の
た
め
の
予
備
的
考
察
と
し
て
、
9
真
宗

教
団
論
の
基
本
性
格
、
口
そ
の
定
義
及
び
根
本
課
題
、
(
三
)
そ
の
方
法
論
的
立

場
、
以
上
の
三
点
を
め
ぐ
つ
て
論
じ
て
み
た
い
。

9
真
宗
教
団
論
の
基
本
性
格

真
宗
教
団
に
お
い
て
所
謂

「教
団
論
」
が
問
題
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、

(
1
)

比
較

的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
既

に
戦
後
逸
早
く
、

西
谷
啓
治
氏
が

こ

れ
を
問
題

と
し
て
お
ら
れ
る
点

に
、
今
特

に
注

目
し

た
い
。
西
谷
氏
は
、

キ
リ

ス
ト
教
神
学

に
お
い
て
は

「
神
学
」

と

「教
会
」

が
神
学

の
課
題
、

考
察
対
象

と
さ
れ
て
い
る
が
、

従
来
伝
統
的
仏
教
教
学

(
諸
宗
派

の
宗
学
)

で
ば
、

そ
の

「教
学
」

と

「教
団
」

が
教
学

の
課
題
と
し
て
論
究

さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
指

(
2
)

摘
し
、

そ

こ
に
仏
教

の
弱
点

が
あ

る
と
批
判

し
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
西

谷
氏

の

指
摘

の
如
く
、

真
宗
教
学
史

を
概
観

す
る
時
、

江
戸

期
の
教
学
、

近
代

以
降

の

教
学
、

そ
の
い
ず
れ

に
も

「
教
団
論
」

が
欠
落
し
て

い
る

こ
と
に
気
づ
く
。

こ

(
3
)

の
こ
と
は
恐
ら
く
、
所
謂
本
願
寺
教
団
が
覚
如
の
案
出
し
た
本
願
寺
史
観
を
そ

の
教
団
原
理
と
し
、
従
つ
て
ま
た
そ
の
教
学
が
教
団
体
制
に
従
属
し
た
教
団
護

用
教
学
で
あ
つ
た
た
め
に
、
教
学
が
教
団
を
自
覚
的
に
対
自
化
・
相
対
化
.
課

題
化
し
得
な
か
つ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
教
学
に
お

け
る

「教
団
論
」
の
欠
落
は
、
教
学
と
教
団
そ
れ
自
体
の
未
成
熟
性
を
意
味
す

る
。
「教
団
や
教
学
が
そ
の
自
覚
性
に
ま
で
高
ま
ら
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
所

(
4
)

謂
宗
教
的
実
存

で
は
な

い
」

か
ら

で
あ

る
。
而

し
て
、

か
か
る
教
学

と
教
団

の

未
成
熟
性

の
克
服

は
ひ
と
え
に
、

教
学
が

「
教
学
」

と

「教
団
」
を
課
題

と
し

て
教
学
す

る
こ
と
、
即
ち
教
学
的
関

心
に
基
づ

く

「教

学
論
」

と

「
教
団
論
」

を
媒
介

と
し
て
、
初
め

て
可
能

と
な
る
。

そ
の
意
味

で
、
最
近

の

「
教
団
論
」

論
議

は
、
教
団

の

「
宗
教
的
実
存
」
性
回
復

の
試

み
と
し
て
、
十
分

に
注
目
評

価

さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

お
よ
そ
信
仰

の
思
想
的
表
現
が

教
学

で
あ

り
、

社
会
的
表
現

が
教
団

で
あ

る
。
信

仰
は

こ
の
両
面

を
も

つ
こ
と
に
よ

つ
て
主
観
的
立
場
か
ら
客
観

的
立
場

へ
止
揚

さ
れ
、

真
に
歴
史
的

と
な

る
。

し
か
も
、

こ
の

「教
学
」

と

「教
団
」

が
ま
た
新
た
に
信
仰

に
と

つ
て
課
題

と
な
る
。

そ
れ
ら
は
共
に
信
仰

の
表
現

と

は

い
え
、

過
誤
多
き
凡
夫

の
営
為

で
も
あ
る
限

り
、

そ

こ
に
不
純

的

・
非
本
来

的
要
素
が
混
入
す

る
危
険
が
常

に
存
す

る
か
ら
で
あ
り
、

そ
の
純
粋
性

・
本
来

性

回
復

の
た
め
の
自

己
批
判
的
吟
味

の
必
要

が
生
じ

て
来
る
か
ら
で
あ

る
。
か

く
し

て
信
仰

の
学
的
営
為

た
る
教
学

に
お

い
て
、

「
教
学
を
問
う
」

こ
と
、

「教

(
5
)

団
を
問
う
」

こ
と
、
即

ち

「教
学
論
」

と

「教

団
論
」
が
必
然
さ
れ
て
来
る
。

従

つ
て
目
下

の
主
題
た
る

「教
団
論
」

と
は
、

ど

こ
ま

で
も
教
学
的
課
題
と
し

て
成
立
す

る
も

の
で
あ
り
、
す
ぐ

れ
て
教
学

的
営
為
と
し

て
の
み
意
味

を
も

つ

も

の
と
い
え
る
。

こ
の
点
で
我

々
の

「真

宗
教
団
論
」
は
、

一
方
で
は
、
信
仰

を
紐
帯

と
す
る
宗
教
集

団
に
関
す

る
論

と

の
意
味

で
、
行
政

レ
ベ

ル
で
の

「宗

教
法
人
団
体
論
」

で
も
な
く
、
他

方
で
は
、

教
団

の
現
状

へ
の
批
判

に
基
づ
く

本
来
的
教
団
像

の
探
究

と
の
意
味

で
、
現
教

団
体
制

の
護
用
的
な

「
本
願

寺
教

団
論
」

で
も
な

い
。

こ
れ
ら
両
教

団
論

に
簡

ぶ

「
教
学
的
教
団
論
」
1

こ
れ

が

「真
宗
教
団
論
」
の
基
本
性
格
で
あ
る
。

口
真
宗
教
団
論
の
定
義
及
び
根
本
課
題

「真
宗
教
団
論
」
と
は
、
教
学
的
関
心
に
基
づ
く

「真
宗
教
団
」
に
つ
い
て

-156-



の
論
考
研
究
で
あ
り
、
そ
の
論
究
の
対
象
た
る

「真
宗
教
団
」
の
歴
史
的
考
察

と
教
義
学
的
考
察
と
を
含
め
て
、
親
鷺
に
よ
つ
て
開
顕
さ
れ
た
浄
土
真
宗
な
る

仏
教
の
教
団
の
本
質

・
本
来
像

・
使
命
等
の
究
明
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
し

か
も
殊
に
現
代
と
い
う
時
代
状
況
の
中
で
の
教
団
論
の
考
察
は
、
す
ぐ
れ
て
現

代
的
事
柄
と
し
て
、
ど
こ
ま
で
も

「現
代
真
宗
教
団
像
」
の
模
索
を
意
味
す
る

も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
基
本
的
に
は
親
鷺
の
教
団
観
に
依
拠
す
る
と
し
て

も
、
そ
れ
を
更
に
現
代
世
界
の
文
脈
の
中
で
把
え
直
し
、
歴
史
的
社
会
的
現
実

状
況
下
で
の
再
確
認
乃
至
再
創
造
と
い
う
作
業
に
こ
そ
、
究
極
根
本
の
焦
点
を

あ
て
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に

「真
宗
教
団
論
」
の
根
本
課
題
が
存
す
る
。

日
真
宗
教
団
論
の
方
法
論
的
立
場

「真
宗
教
団
論
」
が
教
学
的
営
為
と
し
て
成
り
立
つ
と
こ
ろ
、
歴
史
的
と
教

義
学
的
と
の
二
つ
の
考
察
方
法
の
中
で
も
、
特
に
後
者
の
教
義
学
的
考
察
を
こ

そ
中
心
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
歴
史
的
考
察
は
い
わ
ば

教
義
学
的
考
察
の
た
め
の
前
提
的
補
助
的
な
も
の
と
し
て
、
そ
の
十
分
の
重
要

性
を
有
す
る
。
我
々
の

「真
宗
教
団
論
」
は
、
歴
史
的
考
察
を
踏
ま
え
つ
つ

も
、
主
に
教
義
学
的
立
場
か
ら
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
も
、
そ
の
教
義
学
的
立
場
に
つ
い
て
更
に
厳
密
に
い
え
ば
、
そ
こ
に
二

つ
の
方
法
論
的
立
場
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
狭
義
の
教
義
学
的
立
場
、
二
つ

は
倫
理
的
立
場
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
狭
義
の
教
義
学
的
視
角
か
ら
す
る
教

団
論
と
、
倫
理
的
視
角
か
ら
す
る
教
団
論
と
で
あ
る
。
前
者
は
教
団
の
本
質
的

《構
造
》
の
批
判
的
検
討
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
親
轡
 の
教
団
観
の
中
で
も
殊

に
、
教
団
の
本
質
即
ち
成
立
原
理
と
現
実
的
在
り
方

(構
造
)
を
親
鷺
が
如
何

に
把
捉
し
て
い
た
か
、
を
探
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
後
者
は
教
団
の
社
会

的

《役
割
》
の
批
判
的
考
察
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
親
鷺
の
教
団
観
に
お
け
る

対
社
会
的
側
面
を
考
察
し
、
そ
れ
に
依
拠
し
つ
つ
、
現
代
の
時
代
状
況
の
中
で

の
教
団
の
役
割
使
命
を
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
親
攣
の

時
代
と
現
代
と
で
は
時
代
状
況
も
具
体
的
な
社
会
構
造
も
異
な
る
故
に
、
あ
く

ま
で
も
現
代
社
会
の
文
脈
の
中
で
の
把
え
直
し
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
従
っ
て

倫
理
的
視
角
と
は
、
従
来
の
教
団
論
に
一
般
的
で
あ
つ
た
伝
道
教
化
論
の
視
点

の
み
な
ら
ず
、
よ
り
広
く
政
治
的
社
会
的
問
題
に
対
す
る
教
団
の
姿
勢

・
関

与

・
行
動
の
在
り
方

(政
治
倫
理
・
社
会
倫
理
と
し
て
の
社
会
的
実
践
)
如
何

(
6
)

を
め
ぐ
る
視
点

を
も
意
味
す

る
。

従
来

の
真
宗
教

団
論
で
は

こ
の
点

へ
の
関

心

と
問
題
意
識

が
欠
落
、

も
し
く
は
希
薄

で
あ
る
よ
う
に
窺

え
る
。

実
は
か
か
る

意
味
で
の
倫
理
的
視
角

か
ら

の
教
団
論

こ
そ
、
特

に

「現

代
真
宗
教
団
論
」

に

要
請

さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

か
く
し
て

「
真
宗
教
団
論
」

は
、

教
義

学

的

(存
在
論
的
)

と
倫
理

的

(
実
践
論
的
)
と
の
二
視

角
を
そ
の
方
法
論
的

立
場
と
し
て
併

せ
も

つ
こ
と
に
よ

つ
て
、
初
め
て
真
に

「
現
代
真

宗
教
団
論
」

と
な
り
得

る
の
で
あ

る
。

1

特
に

一
九
七
〇
年

代

に
入

つ
て
か
ら
の
よ
う

で
あ
る
。

2

西
谷
啓

治
氏

「教

団

と
信
仰
」
(
教
学
第

一
巻
第
六
号
)
。

3

こ
の

「
本
願

寺
史
観
」

に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「
教
学

に
お

い
て

『
伝
統
』

と
は
何
か
」

(
龍
谷
大
学
大
学
院
真
宗
研
究
会
紀
要
第

一
五
号
)

参
照
。

4

西
谷
啓
治
氏
前
掲
論
文
。

5

「
教
学
論
」

に
関
し

て
は
、
拙
稿

「
真
宗
教
学
論
序
説
」
(
前
出
真
宗
研

究
会
紀
要
第

一
四
号
)
参
照
。

6

か
か
る
広

い
パ
ー

ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
に
お
け
る
倫
理
的
視
角
は
、

キ
リ

ス

ト
教
神
学

の
教
会
論

に
お
い
て
重
視

さ
れ
て
い
る
。(

龍
谷
大
学
大
学
院
)

真
宗
教
団
論
序
説

(龍

漢
)
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